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じ
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に

　

明
治
時
代
（
一
八
六
八
～
一
九
一
二
年
）
が
日
本
に
お
い
て
近
代
教
育
と
近
代
文
学
が
成
立
し
た
時
代
で
あ
っ
た
こ
と
は
周
知
の
通
り

で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
成
立
過
程
で
近
代
教
育
と
近
代
文
学
の
間
に
密
接
か
つ
複
雑
な
関
係
が
存
在
し
た
と
い
う
こ
と
は
、
ほ

と
ん
ど
注
目
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
注
視
す
べ
き
は
、
次
の
三
点
で
あ
る
。

　

一
点
目
は
、
明
治
後
期
に
お
い
て
小
学
校
教
員
が
新
し
い
近
代
的
な
読
者
層
を
形
成
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
明
治
三
〇
年
代
と
四

〇
年
代
に
お
い
て
公
教
育
が
急
速
に
拡
大
し
、
日
本
の
津
々
浦
々
に
小
学
校
が
設
置
さ
れ
た
。
小
学
校
教
員
数
は
約
八
万
人
（
一
八
九

七
・
明
治
三
〇
年
）
か
ら
ほ
ぼ
一
六
万
人
（
一
九
一
二
・
明
治
四
五
年
）
に
ま
で
倍
増
し
た（（
（

。
義
務
教
育
の
無
償
化
（
一
九
〇
〇
・
明
治
三
三

年
）
や
就
学
率
の
増
加
（
一
八
九
七
・
明
治
三
〇
年
に
六
七
パ
ー
セ
ン
ト
、
一
九
〇
七
・
明
治
四
〇
に
九
七
パ
ー
セ
ン
ト（

（
（

）、
国
定
教
科
書
制
度

の
確
立
（
一
九
〇
三
・
明
治
三
六
年
）、
師
範
教
育
の
拡
大
（
一
八
九
七
・
明
治
三
〇
年
に
四
七
校
、
一
九
一
二
・
明
治
四
五
年
に
八
六
校（

（
（

）
な

ど
も
、
初
等
教
育
が
浸
透
す
る
過
程
を
示
し
て
い
る
。
か
く
し
て
日
本
全
国
に
散
在
す
る
こ
と
に
な
っ
た
大
勢
の
青
年
・
新
進
教
師
た
ち

は
中
間
的
な
知
識
人
層
を
形
成
し
、
出
版
文
化
の
熱
心
な
受
容
者
と
な
っ
た
。
彼
ら
と
彼
女
ら
向
け
に
『
教
育
界
』（
一
九
〇
一
～
一
九
二

三
年
）
や
『
教
育
学
術
界
』（
一
八
九
九
～
一
九
三
九
年
）、『
教
育
実
験
界
』（
一
八
九
八
～
一
九
二
三
年
）
と
い
っ
た
教
育
雑
誌
や
「
教
育

小
説
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
文
学
作
品
が
出
版
さ
れ
た
だ
け
で
は
な
く
、
教
員
た
ち
自
身
も
創
作
活
動
に
取
り
組
み
、
教
育
雑
誌
な
ど
に
詩

歌
や
短
編
小
説
を
数
多
く
発
表
し
た
。
文
学
は
実
に
教
育
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
と
教
員
生
活
の
中
で
重
要
な
位
置
を
占
め
て
い
た
。

　

二
点
目
は
、
地
方
教
育
を
新
た
な
題
材
と
す
る
国
木
田
独
歩
（
哲
夫
、
一
八
七
一
～
一
九
〇
八
年
）
の
「
富
岡
先
生
」（『
教
育
界
』
一
九
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〇
二
年
七
月
）
や
「
酒
中
日
記
」（『
文
芸
界
』
一
九
〇
二
年
一
一
月
）、「
日
の
出
」（『
教
育
界
』
一
九
〇
三
年
一
月
）、
徳
田
秋
声
（
末
雄
、
一

八
七
二
～
一
九
四
三
年
）
の
『
女
教
師
』（
春
陽
堂
、
一
九
〇
五
年
）、「
犠
牲
」（『
中
央
公
論
』
一
九
〇
七
年
一
〇
月
）、
島
崎
藤
村
（
春
樹
、
一

八
七
二
～
一
九
四
三
年
）
の
『
破
戒
』（
緑
陰
叢
書
、
一
九
〇
六
年
）、
石
川
啄
木
（
一
、
一
八
八
六
～
一
九
一
二
年
）
の
「
雲
は
天
才
で
あ

る
」（
一
九
〇
六
年
執
筆
、
死
後
出
版
）、
田
山
花
袋
（
録
弥
、
一
八
七
二
～
一
九
三
〇
年
）
の
『
田
舎
教
師
』（
左
久
良
書
房
、
一
九
〇
九
年
）

な
ど
の
著
名
な
作
家
の
筆
に
よ
る
近
代
小
説
が
こ
の
時
期
に
出
現
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
近
代
社
会
と
近
代
生
活
の
諸
問
題
と
可
能

性
を
描
写
し
た
り
模
索
し
た
り
す
る
こ
と
を
中
心
的
な
役
割
と
し
た
近
代
文
学
は
、
明
治
前
期
か
ら
都
会
や
知
的
な
エ
リ
ー
ト
に
焦
点
を

あ
て
な
が
ら
教
育
制
度
や
教
育
思
想
、
子
育
て
な
ど
を
重
要
な
テ
ー
マ
と
し
て
扱
っ
て
き
た
が
、
明
治
後
期
の
教
育
界
と
社
会
全
体
に
お

け
る
変
化
に
応
じ
て
、
地
方
教
員
の
よ
う
な
周
辺
に
属
す
る
人
々
に
目
を
向
け
、
そ
う
し
た
人
物
の
生
活
環
境
や
精
神
的
状
況
、
彼
ら
と

彼
女
ら
の
人
生
の
意
義
を
問
い
直
し
始
め
る
よ
う
に
な
っ
た
。
教
育
と
密
接
に
か
か
わ
る
形
で
文
学
史
は
新
た
な
段
階
に
入
っ
て
い
っ
た

の
で
あ
る
。

　

三
点
目
は
、
当
局
の
教
育
方
針
の
変
遷
が
近
代
文
学
の
あ
り
よ
う
を
理
解
す
る
た
め
の
重
要
な
歴
史
的
背
景
を
な
し
た
と
い
う
こ
と
で

あ
る
。
特
に
日
露
戦
争
（
一
九
〇
四
～
一
九
〇
五
・
明
治
三
七
～
三
八
年
）
後
に
、
社
会
主
義
や
個
人
主
義
な
ら
び
に
自
然
主
義
文
学
と
恋

愛
小
説
を
「
危
険
」
と
み
な
し
、
文
学
の
読
書
と
生
産
を
統
制
す
る
よ
う
に
な
っ
た
文
部
省
と
内
務
省
の
政
策
は
、
文
学
と
政
治
と
の
対

立
を
激
化
さ
せ
た
の
で
あ
り
、
こ
の
時
期
に
と
り
わ
け
自
然
主
義
文
学
が
演
じ
た
批
判
的
な
社
会
的
役
割
の
重
要
性
を
明
確
に
う
か
が
わ

せ
る
。

　

教
育
史
研
究
と
文
学
史
研
究
は
こ
れ
ま
で
基
本
的
に
孤
立
分
離
し
て
行
わ
れ
て
き
た
と
言
っ
て
よ
い
。
教
育
史
研
究
者
は
教
育
史
の
複

雑
な
実
態
を
綿
密
に
調
査
し
て
き
た
が
、
雑
誌
や
文
学
作
品
を
分
析
の
対
象
と
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た（（
（

。
一
方
、
文
学
研
究
者
は
「
道

徳
」
や
「
国
家
」
と
結
び
つ
け
ら
れ
る
教
育
界
を
限
定
的
な
い
し
否
定
的
に
捉
え
、
教
育
と
文
学
と
の
関
係
の
複
雑
さ
と
重
要
性
を
見
逃

し
て
し
ま
う
傾
向
が
強
い（（
（

。
し
か
し
、
上
述
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
近
代
文
学
と
近
代
教
育
に
つ
い
て
の
理
解
を
深
め
る
た
め
に
は
、

こ
の
二
つ
の
領
域
を
横
断
し
、
文
学
と
教
育
を
総
合
的
に
研
究
す
る
こ
と
が
不
可
欠
で
あ
る
。
本
書
は
、
こ
う
し
た
欠
落
と
偏
向
を
補
う
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た
め
に
、
小
学
校
教
員
が
形
成
し
た
文
学
読
者
層
を
中
心
に
、
明
治
後
期
に
お
け
る
日
本
の
近
代
文
学
と
近
代
教
育
と
の
関
係
を
検
討
し
、

近
代
教
育
、
教
育
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
、
近
代
文
学
の
複
雑
で
多
様
な
あ
り
よ
う
と
変
遷
過
程
を
考
え
直
す
試
み
で
あ
る
。
教
育
史
研
究
や

メ
デ
ィ
ア
史
研
究
、
文
学
史
研
究
が
交
差
す
る
、
従
来
に
な
い
学
際
的
な
研
究
領
域
を
切
り
拓
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
日
本
近
代
文
学
が
有

し
た
社
会
的
意
義
を
読
み
直
し
、
近
代
化
し
て
い
く
日
本
の
教
育
と
メ
デ
ィ
ア
と
社
会
全
体
の
具
体
的
な
あ
り
よ
う
に
新
た
な
光
を
当
て

た
い
。

　

本
書
が
達
成
し
よ
う
と
す
る
学
問
上
の
意
義
は
以
下
で
あ
る
。
ま
ず
、
本
書
は
小
学
校
教
員
群
を
重
要
な
近
代
読
者
層
と
し
て
捉
え
、

既
存
の
教
育
史
研
究
を
踏
ま
え
な
が
ら
教
育
雑
誌
の
記
事
や
投
稿
欄
な
ど
を
大
量
に
検
討
す
る
こ
と
で
、
多
く
の
教
員
た
ち
が
重
ん
じ
た

読
書
習
慣
の
詳
細
と
そ
の
意
味
を
具
体
的
に
明
ら
か
に
す
る
試
み
で
あ
る
。
教
員
た
ち
が
ど
の
よ
う
な
生
活
を
送
っ
て
い
た
の
か
、
ど
の

媒
体
を
通
し
て
ど
の
よ
う
な
情
報
を
得
た
の
か
、
自
ら
ど
の
よ
う
な
意
見
や
考
え
を
表
現
し
た
の
か
と
い
う
こ
と
を
克
明
に
描
き
出
す
こ

と
に
よ
っ
て
、
国
家
の
担
い
手
、
も
し
く
は
逆
に
、
社
会
的
敗
者
で
あ
る
煩
悶
青
年
と
い
う
、
と
り
わ
け
文
学
研
究
に
お
い
て
こ
れ
ま
で

小
学
校
教
員
た
ち
に
対
し
て
付
与
さ
れ
て
き
た
固
定
的
イ
メ
ー
ジ
を
修
正
し
、
地
方
教
員
が
形
成
し
た
文
学
読
者
層
の
重
要
性
と
多
様
な

実
態
に
関
す
る
理
解
を
深
め
る
も
の
と
な
ろ
う
。

　

ま
た
、
本
書
は
『
教
育
界
』、『
教
育
学
術
界
』、『
教
育
実
験
界
』
と
い
っ
た
明
治
後
期
の
代
表
的
な
民
間
教
育
雑
誌
を
三
誌
選
び
、
そ

れ
ぞ
れ
の
雑
誌
の
異
な
っ
た
編
集
方
針
や
構
成
、
各
欄
の
内
容
、
読
者
層
、
掲
載
文
学
を
入
念
に
分
析
す
る
こ
と
で
、
明
治
後
期
に
お
け

る
教
育
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
の
多
面
的
な
発
展
と
変
遷
過
程
を
解
明
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
教
員
読
者
層
や
教
育
雑
誌
と
そ
の
掲
載
文

学
に
つ
い
て
は
こ
れ
ま
で
ほ
と
ん
ど
研
究
の
対
象
と
さ
れ
て
い
な
い
の
が
現
状
で
あ
る
。
と
り
わ
け
教
育
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
に
関
す
る
既

存
の
研
究
は
資
料
収
集
や
総
目
次
の
作
成
と
い
っ
た
基
礎
的
な
段
階
に
留
ま
っ
て
い
る（（
（

。
ほ
ぼ
未
開
拓
の
ま
ま
で
あ
る
教
育
雑
誌
を
複
数

調
査
す
る
こ
と
は
、
明
治
後
期
に
お
い
て
近
代
教
育
が
ど
の
よ
う
に
普
及
し
た
の
か
、
あ
る
い
は
ど
の
よ
う
に
議
論
さ
れ
て
い
た
の
か
と

い
う
こ
と
に
新
た
な
光
を
当
て
な
が
ら
、
近
年
停
滞
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
教
育
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
史
研
究
に
も
新
鮮
な
刺
激
を
も
た

ら
す
こ
と
に
な
ろ
う
。
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そ
の
う
え
、
本
書
は
小
学
校
教
員
と
い
う
特
定
の
読
者
層
に
注
目
し
、
教
員
た
ち
が
読
ん
だ
り
執
筆
し
た
り
し
た
文
学
作
品
及
び
教
員

た
ち
に
つ
い
て
書
か
れ
た
文
学
作
品
を
教
育
史
的
な
背
景
を
も
と
に
検
討
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
現
在
忘
れ
ら
れ
て
い
る
近
代
文
学
テ
キ

ス
ト
群
を
開
拓
し
、
日
本
近
代
文
学
が
演
じ
た
社
会
的
役
割
を
考
え
直
す
こ
と
も
可
能
に
す
る
だ
ろ
う
。
従
来
の
近
代
文
学
研
究
は
著
名

な
作
家
の
古
典
的
作
品
を
中
心
に
行
わ
れ
が
ち
で
あ
り
、
そ
の
結
果
と
し
て
、
近
代
文
学
史
は
多
く
の
文
学
テ
キ
ス
ト
を
視
野
の
外
に
置

く
こ
と
に
な
っ
た
。
教
育
小
説
と
教
育
雑
誌
は
そ
の
一
例
で
あ
る
。
し
か
し
、
教
育
小
説
群
は
、
教
育
美
談
の
他
に
、
立
志
小
説
や
ロ
マ

ン
主
義
小
説
、
広
義
の
写
実
主
義
小
説
、
自
然
主
義
小
説
な
ど
か
ら
形
成
さ
れ
、
ま
た
時
代
や
発
表
媒
体
に
よ
っ
て
顕
著
な
差
異
を
示
し

た
実
に
多
彩
な
作
品
群
で
あ
っ
た
。
教
育
小
説
を
数
多
く
掲
載
し
た
教
育
雑
誌
は
近
代
文
学
を
発
展
さ
せ
た
場
の
一
つ
と
し
て
機
能
し
た

と
も
言
え
る
。
か
く
し
て
熱
心
な
文
学
読
者
層
を
形
成
し
た
教
員
た
ち
と
文
学
の
生
産
を
積
極
的
に
支
え
た
教
育
雑
誌
に
焦
点
を
当
て
、

ほ
ぼ
未
研
究
の
ま
ま
に
残
さ
れ
て
き
た
こ
の
近
代
文
学
資
料
の
特
徴
や
変
遷
過
程
を
究
明
し
、
さ
ら
に
田
山
花
袋
の
『
田
舎
教
師
』
と
い

う
古
典
的
作
品
と
対
比
さ
せ
る
こ
と
は
、
近
代
文
学
の
成
立
過
程
と
社
会
的
意
義
を
捉
え
直
す
貴
重
な
き
っ
か
け
を
与
え
る
だ
ろ
う
。

　

文
学
と
教
育
と
の
関
係
と
い
う
側
面
か
ら
日
本
近
代
文
学
が
演
じ
た
社
会
的
意
義
を
再
検
討
す
る
こ
と
は
、
従
来
の
日
本
近
代
文
学
研

究
の
あ
り
よ
う
そ
の
も
の
を
考
え
直
す
試
み
で
も
あ
る
。
近
代
文
学
、
と
り
わ
け
日
露
戦
争
後
の
自
然
主
義
以
降
の
文
学
を
一
方
的
に
自

己
中
心
的
な
い
し
国
家
主
義
的
な
テ
キ
ス
ト
群
と
し
て
捉
え
が
ち
で
あ
る
既
存
の
日
本
近
代
文
学
研
究
は
、
そ
も
そ
も
近
代
文
学
が
有
し

た
社
会
的
意
義
を
低
く
評
価
し
て
き
た
。
詳
細
は
第
9
章
で
論
じ
る
が
、
日
本
近
代
文
学
が
日
露
戦
争
後
に
田
山
花
袋
を
中
心
と
し
た
自

然
主
義
の
発
生
に
よ
っ
て
社
会
性
を
喪
失
し
た
と
い
う
文
学
史
の
捉
え
方
は
、
大
正
時
代
（
一
九
一
二
～
一
九
二
六
年
）
の
マ
ル
ク
ス
主

義
の
影
響
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
、
敗
戦
後
さ
ら
に
強
化
さ
れ
て
き
た
文
学
史
観
で
あ
る
が
、
歴
史
的
な
事
実
よ
り
も
、
研
究
者
た
ち
自
身

の
思
想
的
な
先
入
観
を
反
映
す
る
と
言
っ
て
良
い
。
ま
た
、
一
九
六
〇
年
代
後
半
と
一
九
七
〇
年
代
に
起
こ
っ
た
思
想
的
運
動
の
影
響
を

受
け
、
自
己
中
心
的
と
み
な
さ
れ
て
き
た
日
本
近
代
文
学
を
国
家
主
義
と
結
び
つ
け
て
さ
ら
に
否
定
的
に
意
味
づ
け
る
研
究
動
向
も
依
然

と
し
て
根
強
い
が
、
そ
う
し
た
研
究
は
明
治
社
会
の
歴
史
的
実
態
よ
り
も
、
む
し
ろ
国
家
や
帝
国
、
植
民
地
主
義
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
な
ど
に

関
す
る
あ
ら
か
じ
め
決
め
ら
れ
た
価
値
観
に
基
づ
い
て
取
り
組
む
研
究
者
た
ち
の
姿
自
体
を
暴
く
。
こ
う
し
た
学
術
上
の
問
題
を
指
摘
し
、
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と
り
わ
け
自
然
主
義
文
学
を
再
検
討
す
る
試
み
は
英
語
圏
で
は
多
く
な
く
と
も
な
さ
れ
て
い
る
が
、
日
本
国
内
で
は
伝
統
的
な
解
釈
パ
ラ

ダ
イ
ム
が
未
だ
に
支
配
的
で
あ
る
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い（（
（

。
教
育
と
文
学
と
の
関
係
を
研
究
す
る
こ
と
は
、
政
治
と
文
学
と
の
関
係
を
再

検
討
し
、
文
学
が
演
じ
て
き
た
広
い
意
味
で
の
「
教
育
的
」
な
役
割
の
多
様
性
と
複
雑
さ
を
考
え
直
す
課
題
で
あ
り
、
こ
の
点
で
ま
さ
に

現
在
取
り
組
む
べ
き
ア
ク
チ
ュ
ア
ル
な
問
題
を
構
成
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

　

研
究
方
法
に
関
し
て
は
、
上
記
か
ら
す
で
に
明
ら
か
な
よ
う
に
、
作
家
論
や
作
品
論
を
利
用
し
つ
つ
も
、
文
学
が
創
作
さ
れ
、
普
及
さ

れ
、
受
容
さ
れ
る
際
に
機
能
し
た
媒
体
と
そ
の
社
会
的
・
歴
史
的
な
背
景
を
重
視
す
る
必
要
が
あ
る
。
歴
史
的
文
脈
と
媒
体
自
体
の
特
徴

を
解
釈
の
枠
と
し
て
重
ん
じ
る
こ
と
は
、
無
名
の
教
師
た
ち
に
よ
っ
て
執
筆
さ
れ
た
作
品
を
分
析
す
る
場
合
に
は
不
可
避
の
も
の
で
あ
る

が
、
読
者
を
中
心
に
捉
え
な
が
ら
、
文
学
が
果
た
し
た
社
会
的
役
割
を
究
明
し
よ
う
と
す
る
本
書
の
目
的
と
し
て
も
最
も
有
効
で
あ
る
。

単
行
本
も
分
析
の
対
象
と
す
る
が
、
そ
の
際
に
は
序
文
や
広
告
、
当
時
の
批
評
や
読
者
か
ら
の
感
想
文
な
ど
を
利
用
し
つ
つ
作
品
を
位
置

づ
け
る
。
作
家
に
関
す
る
情
報
も
生
か
す
が
、
た
と
え
ば
田
山
花
袋
の
自
然
主
義
を
議
論
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、
既
存
の
作
家
論
の
他
に
、

花
袋
が
雑
誌
『
文
章
世
界
』（
一
九
〇
六
～
一
九
二
〇
年
）
に
載
せ
た
評
論
や
選
評
な
ど
も
重
要
な
資
料
と
し
、
花
袋
と
読
者
・
投
稿
者
、

あ
る
い
は
自
然
主
義
と
読
者
・
投
稿
者
と
の
関
係
を
可
能
な
限
り
掘
り
出
し
、
明
治
社
会
に
お
け
る
文
学
の
働
き
の
具
体
的
な
あ
り
よ
う

を
明
ら
か
に
す
る
よ
う
に
努
め
る
。
日
本
国
内
外
の
学
術
界
に
お
け
る
研
究
動
向
を
視
野
に
入
れ
な
が
ら
学
際
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
を
と
り
、

大
量
の
一
次
資
料
を
研
究
の
基
盤
と
す
る
こ
と
で
、
明
治
期
の
近
代
文
学
と
近
代
教
育
の
複
雑
で
多
様
な
歴
史
的
実
態
を
な
る
べ
く
公
平

で
客
観
的
に
描
き
出
し
、
日
本
近
代
文
学
研
究
の
新
た
な
可
能
性
を
提
示
す
る
こ
と
を
試
み
る
。

　

最
後
に
、
時
代
区
分
に
つ
い
て
説
明
し
て
お
く
。
本
書
で
は
明
治
二
〇
年
代
、
明
治
三
〇
年
代
、
明
治
四
〇
年
代
と
い
う
大
ま
か
な
時

代
区
分
を
用
い
る
。
こ
れ
は
一
〇
年
ご
と
の
区
切
り
が
分
か
り
や
す
く
便
利
で
あ
る
と
い
う
理
由
か
ら
で
は
な
く
、
各
時
代
に
大
き
な
質

的
差
異
が
認
め
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
明
治
二
〇
年
代
は
日
本
の
教
育
制
度
と
教
育
方
針
が
森
有
礼
（
一
八
四
七
～
一
八
八
九
年
）
の
諸

教
育
令
（
一
八
八
六
・
明
治
一
九
年
）
と
教
育
勅
語
（
一
八
九
〇
・
明
治
二
三
年
）
に
よ
っ
て
設
立
さ
れ
た
時
代
と
し
て
位
置
づ
け
る
こ
と

が
で
き
る
。
明
治
三
〇
年
代
、
す
な
わ
ち
日
清
戦
争
（
一
八
九
四
～
一
八
九
五
・
明
治
二
七
～
二
八
年
）
後
か
ら
日
露
戦
争
（
一
九
〇
四
～
一
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九
〇
五
・
明
治
三
七
～
三
八
年
）
ま
で
の
時
期
に
概
ね
相
当
す
る
時
代
は
、
初
等
教
育
が
日
本
全
国
に
お
い
て
拡
大
・
浸
透
し
、
小
学
校
教

員
と
い
う
新
た
な
職
業
層
と
読
者
層
が
発
生
し
た
時
期
で
あ
り
、
同
時
に
近
代
教
育
と
近
代
社
会
を
め
ぐ
る
理
想
と
価
値
観
が
絶
え
ず
根

本
的
に
問
い
直
さ
れ
続
け
た
時
代
で
あ
る
。
明
治
四
〇
年
代
は
日
露
戦
争
後
か
ら
大
正
時
代
の
始
ま
り
ま
で
で
、
政
府
が
社
会
問
題
の
深

刻
化
に
直
面
し
て
、
思
想
の
統
制
を
強
化
し
、
忠
君
愛
国
主
義
に
基
づ
い
た
教
育
政
策
を
実
行
し
た
時
期
を
指
す
。
本
書
は
明
治
後
期
、

す
な
わ
ち
明
治
三
〇
・
四
〇
年
代
を
中
心
に
扱
う
が
、
明
治
後
期
に
お
け
る
教
育
と
文
学
の
特
徴
を
把
握
す
る
た
め
に
、
明
治
二
〇
年
代

も
視
野
に
入
れ
る
。
教
育
史
に
基
づ
い
た
こ
の
時
代
区
分
は
、
本
書
で
論
証
す
る
よ
う
に
、
教
育
史
と
密
接
な
関
係
を
も
つ
文
学
史
を
理

解
す
る
た
め
に
も
有
益
で
あ
る
。

　

本
書
は
大
き
く
三
部
立
て
で
、
全
一
三
章
か
ら
成
る
。
以
下
、
各
部
と
各
章
の
目
的
を
簡
潔
に
ま
と
め
て
お
く
。

　

第
Ⅰ
部
で
は
明
治
日
本
の
教
育
史
の
時
代
区
分
を
提
示
し
、
文
学
と
教
育
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
が
教
育
の
発
達
史
と
教
員
の
日
常
生
活
に

お
い
て
ど
の
よ
う
な
役
割
を
果
た
し
た
か
を
明
確
に
す
る
。
日
本
の
近
代
教
育
が
初
期
の
個
人
主
義
や
自
由
主
義
、
実
学
主
義
か
ら
短
期

間
の
内
に
国
家
主
義
へ
転
じ
た
こ
と
は
周
知
の
通
り
だ
が
、「
国
家
主
義
」
は
日
露
戦
争
ま
で
は
、
必
ず
し
も
忠
君
愛
国
主
義
を
意
味
し

て
は
い
な
か
っ
た
。
第
１
章
で
、
こ
の
点
に
留
意
し
な
が
ら
、
明
治
二
〇
・
三
〇
・
四
〇
年
代
に
お
け
る
教
育
方
針
と
思
想
の
特
徴
を
よ

り
精
密
に
検
証
し
、
さ
ら
に
各
時
代
に
共
存
し
た
多
様
な
考
え
や
教
育
の
実
践
に
も
注
目
す
る
こ
と
で
、
明
治
期
の
教
育
界
の
複
雑
な
実

態
を
描
き
出
す
。
論
証
す
る
よ
う
に
、
教
育
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
と
文
学
の
役
割
は
、
教
育
思
想
を
普
及
さ
せ
た
り
、
そ
れ
に
つ
い
て
の
議

論
を
活
性
化
し
た
り
、
批
判
的
に
検
討
し
た
り
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
る
た
め
に
不
可
欠
な
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
役
割
の
重
要
性
は
、

第
２
章
で
地
方
の
小
学
校
教
員
の
生
活
状
況
と
読
書
習
慣
を
調
査
す
る
際
に
も
明
ら
か
に
な
る
。
第
2
章
は
地
方
の
小
学
校
教
員
を
明
治

後
期
に
生
じ
た
新
た
な
文
学
読
者
層
と
し
て
捉
え
る
。
小
学
校
教
員
は
中
間
知
識
人
層
を
形
成
し
つ
つ
も
、
経
済
的
に
恵
ま
れ
な
か
っ
た

周
辺
的
な
人
物
で
あ
っ
た
。
彼
ら
と
彼
女
ら
の
生
活
状
況
が
具
体
的
に
ど
の
よ
う
で
あ
っ
た
か
、
ま
た
教
員
生
活
の
中
で
読
書
と
と
り
わ

け
文
学
が
ど
の
よ
う
な
位
置
を
占
め
た
か
を
明
ら
か
に
す
る
。
な
お
、
地
方
教
員
が
重
要
な
文
学
読
者
層
を
形
成
し
た
こ
と
を
論
証
す
る
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だ
け
で
は
な
く
、
比
較
的
幅
広
く
雑
誌
や
文
学
を
読
ん
で
い
た
教
員
読
者
層
の
多
様
性
も
明
確
に
す
る
。

　

本
書
の
第
Ⅱ
部
で
は
教
育
小
説
群
を
研
究
の
対
象
と
し
、
具
体
的
な
作
品
分
析
を
通
し
て
、
教
育
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
と
文
学
が
明
治
後

期
に
果
た
し
た
複
数
の
役
割
と
そ
の
変
遷
過
程
を
と
り
わ
け
地
方
教
員
の
観
点
か
ら
明
確
に
す
る
。
第
３
章
で
は
教
育
小
説
と
い
う
小
説

群
の
概
要
を
説
明
し
、
先
行
研
究
の
成
果
と
問
題
点
を
議
論
し
た
う
え
で
、
第
４
章
で
ま
ず
明
治
二
〇
年
代
の
教
育
小
説
群
を
分
析
の
対

象
と
す
る
。
明
治
二
〇
年
代
の
教
育
小
説
群
が
唱
え
た
教
育
思
想
と
果
た
し
た
教
育
的
な
役
割
を
究
明
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
こ
の
作
品

群
を
立
志
小
説
の
一
種
と
し
て
捉
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
明
治
期
を
通
し
て
流
行
し
た
立
志
小
説
ジ
ャ
ン
ル
の
性
質
と
そ
の
系
譜
に
つ
い

て
の
理
解
を
深
め
る
こ
と
も
目
的
と
す
る
。
第
５
～
７
章
で
は
『
教
育
界
』、『
教
育
学
術
界
』、『
教
育
実
験
界
』
と
い
っ
た
明
治
後
期
の

代
表
的
な
民
間
教
育
雑
誌
を
主
た
る
資
料
と
し
て
選
び
、
各
雑
誌
の
編
集
方
針
や
構
成
、
内
容
を
明
確
に
し
た
う
え
で
、
誌
面
を
飾
っ
た

二
三
〇
作
以
上
の
文
学
作
品
を
す
べ
て
列
挙
、
整
理
し
、
入
念
に
検
討
す
る
。
日
露
戦
争
前
と
後
と
の
明
確
な
差
異
だ
け
で
は
な
く
、
各

雑
誌
の
記
事
や
文
芸
欄
の
中
で
見
ら
れ
る
多
様
性
を
詳
し
く
議
論
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
明
治
後
期
に
お
け
る
教
育
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
と

そ
の
中
で
重
要
な
位
置
を
占
め
た
文
学
の
多
数
の
役
割
と
変
遷
過
程
を
究
明
す
る
。
第
８
章
で
は
さ
ら
に
、
日
露
戦
争
後
に
強
化
さ
れ
た

国
家
主
義
的
な
思
想
を
い
っ
そ
う
は
っ
き
り
と
唱
道
し
た
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
と
も
言
う
べ
き
で
あ
る
、
明
治
四
〇
年
代
に
出
版
さ
れ
た
単
行

本
の
教
育
小
説
も
分
析
す
る
こ
と
で
、
当
時
の
公
的
な
教
育
思
想
が
、
文
学
に
お
い
て
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
内
容
と
形
式
に
よ
っ
て
教

員
に
唱
道
さ
れ
て
い
た
か
を
詳
細
に
議
論
す
る
。

　

第
Ⅲ
部
は
日
露
戦
争
後
に
激
化
し
た
自
然
主
義
と
当
局
と
の
衝
突
と
い
う
歴
史
的
背
景
を
描
い
た
う
え
で
、
自
然
主
義
文
学
の
主
導
者

で
あ
っ
た
田
山
花
袋
と
そ
の
代
表
的
な
自
然
主
義
小
説
『
田
舎
教
師
』
を
中
心
に
、
日
本
に
お
け
る
自
然
主
義
文
学
が
演
じ
た
社
会
的
な

役
割
を
捉
え
直
す
試
み
で
あ
る
。
日
露
戦
争
後
の
自
然
主
義
文
学
と
と
り
わ
け
花
袋
の
小
説
は
既
存
の
研
究
に
お
い
て
、
視
野
の
狭
い
私

小
説
・
告
白
小
説
、
あ
る
い
は
保
守
的
な
い
し
国
家
主
義
的
な
文
学
と
し
て
批
判
的
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
傾
向
が
根
深
い
が
、
本
書
は
主

に
西
欧
で
行
わ
れ
て
き
た
最
新
の
研
究
を
手
掛
か
り
と
し
（
第
9
章
）、
作
家
論
（
第
10
章
）、
花
袋
の
自
然
主
義
を
め
ぐ
る
議
論
（
第
11

章
）、
作
品
論
（
第
12
章
）、
花
袋
受
容
に
関
す
る
議
論
（
第
13
章
）
を
通
し
て
、
花
袋
の
文
学
と
自
然
主
義
文
学
全
体
に
関
す
る
理
解
を



はじめに

8

修
正
す
る
。
ロ
マ
ン
主
義
か
ら
自
然
主
義
文
学
へ
転
じ
た
花
袋
は
、
学
習
雑
誌
『
中
学
世
界
』（
一
八
九
八
～
一
九
二
八
年
）
と
文
学
投
稿

雑
誌
『
文
章
世
界
』
の
懸
賞
小
説
の
選
評
者
と
し
て
積
極
的
に
文
学
青
年
の
指
導
を
行
い
、
青
年
た
ち
が
立
身
出
世
、
恋
愛
、
国
家
に
ま

つ
わ
る
ロ
マ
ン
主
義
的
な
理
想
か
ら
距
離
を
と
り
、
人
間
と
社
会
を
現
実
的
で
批
判
的
な
精
神
で
観
察
し
て
検
討
す
る
よ
う
に
促
し
た
。

田
山
花
袋
の
自
然
主
義
運
動
と
小
説
『
田
舎
教
師
』
を
歴
史
的
な
文
脈
で
解
釈
す
る
と
、
読
者
た
ち
の
抱
い
た
文
学
理
念
や
思
想
を
刺
激

し
、
オ
ル
タ
ナ
テ
ィ
ブ
な
教
育
運
動
と
し
て
重
要
な
役
割
を
演
じ
た
と
い
う
こ
と
が
分
か
る
。




